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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月18日(2018.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　振れ検出信号に基づき、ブレ補正手段を用いて像ブレを補正する像ブレ補正装置であっ
て、
　撮影画像から検出された被写体に関する被写体情報を取得する取得手段と、
　前記被写体情報に基づいて、撮影画角内の被写体の基準位置を設定し、前記被写体が前
記基準位置に向かうように、前記ブレ補正手段を制御する制御手段とを備える
　ことを特徴とする像ブレ補正装置。
【請求項２】
　前記被写体情報は、前記被写体の向きを示す情報を含んでおり、
　前記制御手段は、前記情報が示す前記被写体の向きと逆側の所定位置に前記基準位置を
設定する
　ことを特徴とする請求項１に記載の像ブレ補正装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記被写体の向きが、正面または後ろ向きである場合は、前記撮影画
角内の中央の位置を前記基準位置として設定する
　ことを特徴とする請求項２に記載の像ブレ補正装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記振れ検出信号が示す振れの量と閾値とを比較し、前記振れの量が
前記閾値以上である場合は、前記撮影画角内の中央の位置を前記基準位置として設定する
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の像ブレ補正装置。
【請求項５】
　前記被写体情報は、前記被写体の大きさを含んでおり、
　前記制御手段は、前記被写体の大きさに応じて、前記振れの量と比較する閾値を切り替
える
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　ことを特徴とする請求項４に記載の像ブレ補正装置。
【請求項６】
　前記被写体情報は、前記被写体の大きさを含んでおり、
　前記制御手段は、前記被写体情報が示す前記被写体の大きさが小さいほど、前記被写体
を前記基準位置に向かうようにする制御ゲインを大きくする
　ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の像ブレ補正装置。
【請求項７】
　前記被写体情報は、前記被写体の速度を含んでおり、
　前記制御手段は、前記被写体の速度が閾値以上である場合は、前記撮影画角内の中央の
位置を前記基準位置として設定する
　ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の像ブレ補正装置。
【請求項８】
　前記被写体情報は、前記被写体の位置を含んでおり、
　前記制御手段は、前記被写体の位置と前記基準位置との差分に応じて、前記被写体を前
記基準位置に向かうようにする制御ゲインを変更する
　ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の像ブレ補正装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、撮影画像から検出された被写体が背景と一人の人物である場合には、
前記背景と前記人物とが写る撮影画角となるように前記基準位置を設定する
　ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の像ブレ補正装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、撮影画像から検出された被写体に複数の人物が含まれる場合には、撮
影対象の人物が前記撮影画角内の所定の範囲に写るように前記基準位置を設定する
　ことを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の像ブレ補正装置。
【請求項１１】
　被写体光を光電変換して画像信号を出力する撮像手段と、
　請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の像ブレ補正装置とを備える
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項１２】
　振れ検出信号に基づき、ブレ補正手段を用いて像ブレを補正する像ブレ補正装置の制御
方法であって、
　撮影画像から検出された被写体に関する被写体情報を取得する取得工程と、
　前記被写体情報に基づいて、撮影画角内の被写体の基準位置を設定し、前記被写体が前
記基準位置に向かうように、前記ブレ補正手段を制御する制御工程とを有する
　ことを特徴とする制御方法。
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